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平成
収 支 報 告 書

(平成

匡

29年 分

年 月 日開催分)【

政治団体の区分

{

「

1

L酪 団り体㌔ 篇 硅喫 婆匠友会/
2.主 た る事 務所 の所在地

/
郡山市朝日2丁 目15番1号 一般社団法人郡山歯科医師会内

3.代 表 者 の 氏 名

藤田 富夫r

[=コ 政 党

[=コ 政党の支部

[=:コ 政治資金団体

[コ 肇騰 羅 饗鋸 体

[:∠:コ その他の政治団体/

E:::コ その他の政治団体の支部4.会 計 責 任 者 の 氏 名

(事務担当者の氏名)

角田由美子

粂 政夫/

　

資金管理団体の指定の有無 活動区域の区分

[==コ1

公 職 の 種 類

資 金管 理 団体
の届 出 を した
者 の 氏 名

有 く71無/ [:::コ2以 上の都道府県の区域等

[:∠:コ 同一の都道府県の区域内/

(電話)

024-935-3010

国会議員関係政治団体の区分

[コ 肇傑 灘 難懇 舗 体
口Z::コ 政治資金規正法第19条の7第1項

第2号 に係る国会議員関係政治団体

公職の候補者 根 本 匠
の 名

資金管理団体の指定の期間

平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで 氏

公 職 の種 類 衆 議 院 議 員

(収受欄)

1罐1
(選管使用欄)

団体番号 審査記1隈入 力 国会議員関係政治団体に関する特例の適用期間 }

1

」
43弼'
図 口

平 成 年 月 日から

平 成 年 月 日まで



(その2)

収 支 の 状 況

1収 支の総括表

収 入 総 額 3,354,484

(前年からの繰越額) 2,748,461

(本年の収入額) 606,023

支 出 総 額 1,298,111

翌 年 へ の 繰 越 額 2,056,373

2収 入項目別金額の内訳

q)個 人の負担する党費又は会費

{

/

/'

/

/

/

/

/

匡

臨

金 額 606,000

員 数 101

(2)寄 附

ア 寄 附(イ を 除 く 。)の 区 分 金 額 備 考

(ア)個 入 か ら の 寄 附 0

(うち特定寄附) 0

(イ〉 法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附 0

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 0
ノ」＼ 言十(ア 〉+(イ}+(ウ 〉 0

(寄附の うちあっせん によるもの) 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 0

合 計(ア+イ)一 0 /

注D同 一の者からの寄附(イ に該当するものを除く。)で 、その金額の合計額が、年間5万 円を超えるものについては(そ の7)の 内訳欄に、その寄附を
した者の氏名、住所及び職業並びに金額及び年月日を記載しなければな りません。なお、租税特別措置法第41条 の18の 適用を受けようとする場合は、そ
の金額にかかわらず同じく内訳欄の記載が必要です。以上に該当しないものは、(そ の7)の 「その他の寄附」欄にまとめて記載してください。

注2)イ に該当す る寄附について(そ の9)に 同一の 日に同一の場所で受けた寄附ごとに、その金額の合計額並びに年月日及び場所を記載 してください。



(そ の6)

1

}

(6) その他の収入
露

摘要 (1件10万 円以上 の もの) 金 額 備 考(年 月日等)

十億 百万 千 1刊

こ の 頁 の 小 計 0 /
/

/

(数回にわた って されたときは、その合計金額)が10万 円以上 のものにつ

}

}

1件 10万 円 未 満 の も の 23

合 計 23

注)

い て 、

その他の収入
金に係る収入以外の収入をいいます。)
その基因となった事実並びにその金額及び年月日を記載すること。

については、1件 当た りの金額
(個人が負担する党費又は会費、寄附、機関紙誌の発行その他の事業による収入、借入金及び本部又は支部から供与された交付



(その13)

3.支 出項 目別 金 額 の 内訳

i

「

【(D支 出の総括表

1

項 目 金 額 備 考

1経 常 経 費

(D人 件 費

ト億 百万 千 円

24,750
/

(2}光 熱 水 費 0

③ 備 品 ・ 消 耗 品 費 0

㈲ 事 務 所 費 43,200 /

小 計 67,950 /

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費 230,161 /'

(2)選 挙 関 係 費 0

(3}撃 零 稚 酋 睾 峯 蔓

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費
一一 一

イ 宣 伝 事 業 費
一 一 Ω

0

一

璽一 璽 一一 一 雪一 一 一

ウ 政治資金パーティー開催事業費

一 一 一

〇

エ そ の 他 の 事 業 費 0

小 計(③ ア～工) 0

④ 調 査 研 究 費 0

⑤ 寄 附 ・ 交 付 金 LOOO,000 /

⑥ そ の 他 の 経 費 0

小 計 1,230,161 /

合 計 1,298,111 /

」



(そ の14)

(2>経 常経 費(人 件 費 を除 く。)の 内訳 項目別区分
/

事務所費

支 出 の 目 的

(1件 当た り5万 円以上のも
金 額 年 月 日

支 出を受 けた者 の氏 名
(団体にあっては、その名称)

支 出を受 けた者 の住所
{団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

監査人報酬 43.200/
/
且29.5.18・ 山内賢二税理士事務所/ 郡山市富田町後久保1-27

こ の 頁 の 小 計 43,200 /、

/

//

経常経費のうちの、光熱水費、備品 ・消耗品費、事務所費について作成すること(人 件費は

、 「事務所費」というように小分類した費目まで記載すること。,

そ の 他 の 支 出
(1件当たり5万円未満のもの) 0

合 計 43,200

注)こ の様式は、資金管理団体及び国会議員関係政治団体が、
作成不要〉。

「項 目別 区分」欄 には、 「光 熱水費」、 「備品 ・消耗品費」

「支 出の 目的」欄 には、当該支 出の 目的 を 「電気代」、 「コピー用紙購入代」、 「事務所家賃」 とい うよ うに具体 的 に記載す ること。



(そ の15)

(3)政 治活動費の内訳 項目別区分 組織活動費 /(匠 友会総会/}

支 出 の 目 的

(1件当た り5万 円以上のも
金 額 年 月 日

支 出 を受 けた者 の氏 名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を受 けた 者 の住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地} 備 考

匠フ ォー ラムチ ケ ッ ト代 ・
/20

.000/ H29.02.09'
〆

匠 フ オー ラム/
東京都千代田区永田町2-1-2

衆議院第二議員会館1213号 室

根本匠君を励ます会チケッ ト代/
・20

,000ノ
/H29 ,05.16 根本匠君を励ます会

東京都 千代田区永田町2-1-2

衆議院第二議員会館1213号 室
:

「

根本匠衆議院議員在職20年
祝賀会チケット代 15.000/ H29.06.02/ 根本匠郡山連合後援会/ 郡 山市若葉町10-14〆

根本匠シンポジウム参加費 26.000/
/H29
.10.18・

/

安達歯科医師会会計 大道寺智幸/ 本宮市本宮栄 田58-59〆

匠フォー ラムチケ ッ ト代.
/20

.000/ ・H29 .11.07〆
/匠フ ォー ラム 果兄祖～†代出隊氷出閃と一1-Z

衆議院第二議員会館1213号 室/

役員会会食代 50,000 H29.ll,28/ 郡山ビューホテル株式会社 郡 山市 中町10-10/
τ '

こ の 頁 の 小 計 151,000 /

/

/

、 「弁 当代」 、 「タクシー代」 とい うよ うに具体 的に記 載する こと。

1

一

そ の 他 の 支 出
(1件当たり5万円未満のもの) 9,161

合 計 160,161

注)「 項目別 区分」欄には、 「組織活動費(大 会費)」 というように小分類した費目まで記載すること。
「支出の目的」欄には、当該支出の目的を 「会場借上費」

;



(そ の15)

1

/

(3)政 治活動費の内訳 項目別区分

!

組織 活動 費(根 本匠シンポジウム)

支 出 の 目 的

(1件当た り5万 円以上のも
金 額 年 月 日

支 出を受 けた 者 の氏 名
(団体にあっては、その名称)

支 出を受 けた者 の住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地}

備 考

チケ ッ ト代 70.000/ /H29 .02.24・
自由民主党
福島県第二選挙区支部/ 郡 山市 若 葉 町10-14/

こ の 頁 の 小 計 70,000 /

/

/

、 「弁 当代」、 「タクシー代」 というよ うに具体的 に記載す ること。

;

;

そ の 他 の 支 出
(1件当た り5万円未満のもの) 0

合 計 70,000

注)「 項 目別区分」欄には、 「組織活動費(大 会費)」 というように小分類 した費目まで記載すること。
「支出の目的」欄には、当該支出の目的を 「会場借上費」



(そ の15)

(3)政 治活動費の内訳 項目別区分 寄付金 ・交付金/(寄 付金/)

「

ミ

「

,

臨

支 出 の 目 的

(1件 当た り5万 円以上のも
金 額 年 月 日

支 出を受 けた者 の氏 名
(団体にあっては、その名称)

支 出を受 けた者 の住所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

備 考

寄付金
〆

1,000,0σ0/ H29.10.18・
自由民主党/
福島県第二選挙区支部 郡山市若葉町10-14/

こ の 頁 の 小 計 1000000,,

/

/

/

、 「弁当代」、 「タ クシー代」 とい うよ うに具体 的 に記載す ること。

そ の 他 の 支 出

(1件当たり5万円未満のもの)
0

合 計 1,000,000

注)「 項目別区分」欄には、 「組織活動費(大 会費)」 というように小分類した費目まで記載すること。
「支出の目的」欄 には、当該支出の目的を 「会場借上費」
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資 産 等 の 状 況
1資 産等の総括表

」

!

;

{
}
}資 産 等 の 有 無

幽

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 也

イ 建 物 口 ¢

ウ 鋤 の所有を目的とす薩地上叡 は土地の賃借 口 切

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 ゴ

預 金(普 通預 金及び 当座預金 を除 く。)若 し くは貯 金(普オ
通 貯金 を除 く。)又 は郵便貯金(通 常郵便貯 金 を除 く。) 口 也

力 金 銭 信 託 口 也

キ 有 価 証 券 口 画

ク 出 資 に よ る 権 利 口 画

ケ 貸付先 ごとの残 高が100万 円 を超 え る貸付 金 口 団

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 ゴ

サ 取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関する権利 口 立

シ 借入先 ごとの残 高が100万 円 を超 え る借 入 金 口 団



(そ の20)

出 折
旦 言 書 1

添 付 書 類(別 添のとおり)
幽

/

① 領収書等の写し

2監 査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。)

③ 政治資金規正法監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る.)/

この報告書は、政治資金規正法に従って作成したものであって、真実に相違ありません。

平成30 年3月16日 /

政治団体の名称 匠 友 会
/

会計責任者の氏名 粂 政 夫 働 /

代表者の氏名(解 散団体のみ) ㊥

(備考) 1「 会計責任者の氏名」欄は、記名押印又は署名 とし、署名は必ず会計責任者本人が 自署すること。
2解 散に伴う収支報告書の場合については、代表者であった者の記名押印又は署名が必要であり、署名は必ず代表者本人が自署すること。 ;



一

政治資金監査報告書

匠友会

平 成30年3月16日

/

代表 　 殿!
騨 野 撚 鯉 ∫
研修修了年 月β 平成21年12月17日

1 監査の概要/
(1) 私は、政治資金規正法(以 下 ギ法」とい う。)第19条 の13第1項 の規定 に基づ

き、匠友会(6宰 成29年 に係 る法第12条 第1項 に規定す る収支報告書のすべて

の期間を対象として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細

書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書

に係る支出目的書(支 出の 目的が記載 された振込明細書の写しを含む。以下同じ。)

について、'支出に関する政治資金監査 を行った。

(2>こ の政治資 金監査は、法第19条 の13第2項 に定 めるところによ り政治資金適

正化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下 「政治資金監査

マ ニ ュアル 」 とい う。)に 基 づ き行 った。

(3) 私の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任者

の作成又は徴取した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領

収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る

支出目的書について、政治資金監査マニュ.アル に基づ き政治資金監査 を行 った結

果を報告することにある。/

(4)こ の政治資金監査は、匠友会の主たる事務所において行った。

2 監査の結果

私が実施 した政治資金監査の結畢は、以下のとお りである。

(1> 法第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項について、会計帳簿、明細書、領

収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る



唱 一 一 一

/
支出目的書が保存されていた。

(2>法 第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項について、会計帳簿には、当該国

会議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かっ、当該国会

議員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。/

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項について、法第12条 第1項 に規

定す る収支報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出

の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書に基づいて支出の状況が
//

表示されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定す る事項について、領収書等を徴 し難かっ

た支出の明細書及び振込明細書に係る支出目的書は、会計帳簿に基づいて記載さ

れ て いた。
/

3 業務制限

繁齢 盤 轟繍㍊灘雛粥鵬灘 嘉
い て も、同様 で あ る。

ぐ/

以 上


